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⾮⺟語話者向けガリシア語教材で扱われるテーマについての⼀考察 
―⾔語回復政策の⼀環としての対外普及政策は何をめざしているのか― 

 
柿原武史 

 
1. はじめに 

本稿の⽬的は、スペインの地域少数⾔語の 1 つであるガリシア語の対外普及政策の⼀
環としてのガリシア語⾮⺟語話者に対するガリシア語教育政策が何をめざし、その効果
が翻ってガリシア⾃治州におけるガリシア語話者を含む住⺠の⾔語観にどのような影響
をもたらしうるのかを考えることである。具体的な⽅法としては、ガリシア語⾮⺟語話
者向けに⾃治州政府⾔語政策局が編集、出版したガリシア語教材 Aula de Galego 1〜4 を
対象とし、その中でどのような題材が扱われているのかを分析する。その際、2004 年に
⾃治州議会で採択された『ガリシア語正常化総合プラン（Plan Xeral de Normalización da 
Lingua Galega、以下：PXNL）』の内容がいかに反映されているのかという指標を⽤いる。
これにより、ガリシア⾃治州政府が⾮⺟語話者向けガリシア語教育を通してどのような
イメージを対外的に広めようとしているのかを明らかにし、それがガリシア語回復政策
にどのような影響を与えうるのかを考えるための⼿掛かりとしたい。 

 
2. ⾮⺟語話者向けガリシア語教育を取り上げる意義 
2.1. 新話者としての⾮⺟語学習者 
 Fernando Ramallo は、近年の少数⾔語の状況に変化をもたらす最も重要な場は学校教
育であることには幅広いコンセンサスがあり、そこでの学習者がその⾔語の基礎的な⼝
語能⼒を獲得した時に、好意的な動機づけがあれば新話者（neofalante）になると指摘し
ている（Ramallo 2013:249）。本稿の筆者は、対外普及政策の⽬的の⼀つに「ガリシア⼈
⾃⾝のガリシア語に対する社会的イメージの向上」（萩尾・⻑⾕川・塚原・柿原 2015:140）
が挙げられていることに注⽬している。つまり筆者は、ガリシア⾃治州外でガリシア語
を学び、話すようになる者の出現がガリシア語の回復政策にプラスの影響を与える可能
性について関⼼を有しているのである。そのため、本稿ではガリシア⾃治州外出⾝のガ
リシア語学習者を⼀種の「新話者」の候補者と捉え、そうした学習者向けの教材を分析
し、ガリシア語に関していかなるイメージが普及されうるのかを明らかにする。 
 
2.2. 「外国語」としてのガリシア語教育 

筆者は、これまでにガリシア語の対外普及政策について研究をおこない、ガリシア⾃
治州外に居住するガリシア⼈移住者の互助組織について調査をおこなった。これらの研
究は、在外ガリシア⼈コミュニティーでは継承語としてのガリシア語教育が⾮常に限定
的に実施されている実態を明らかにした（柿原 2017、Kakihara 2016、Kakihara 2019）。 
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本研究で対象とするのは、ガリシア語を「外国語1（lingua estranxeira）」として学ぶ学
習者向けのガリシア語教育である。「外国語」としてのガリシア語教育は、域外在住のガ
リシア移⺠やその⼦孫に対する継承語教育と並び、ガリシア語対外普及政策の柱の⼀つ
である。その学習者の中⼼はガリシア⾃治州内外の教育機関で実施されるガリシア語講
座で学ぶ者である。ガリシア語が⽇常的に話されている社会における第⼆⾔語としての
ガリシア語学習者も対象として含まれうるが、これらの教材にはガリシアについての基
本的情報の紹介などもあるため、本稿ではこれら教材の対象者を「外国語」としてガリ
シア語を学ぶ学習者に限定する。つまり、ガリシア⾃治州外の出⾝者がガリシア⾃治州
内外でガリシア語を学ぶ場合に⽤いる教材であると解釈する。 

「外国語」としてガリシア語を学ぶ学習者は、ガリシア語の回復にとって⼤きな可能
性を秘めている新たな「新話者」になりうる存在である。そのため、それらの学習者に
対するガリシア語教育とその教材が、学習者にどのようなイメージをもたらしうるのか
は、ガリシア語回復政策の将来を考える上で、⾮常に重要であると考えられる。 
 
3. PXNL が提案する施策とガリシア語教材 Aula de Galego 1〜4 
3.1 ガリシア語正常化総合プラン 
 ガリシア⾃治州議会は、2004 年 9⽉ 22⽇に『ガリシア語正常化総合プラン（PXNL）』
という⽂書を承認した。この⽂書は、ガリシア⾃治州⾔語政策局の Web サイトによると、
「1983 年⾔語正常化法2制定以来、ガリシア語の社会的使⽤を拡⼤する政策の最も重要
な前進の⼀つ」（Secretaría Xeral da Política Lingüística）だという。この⽂書は、それ以降、
ガリシア語回復政策の具体的施策を実施する際に参照される指針となっている。 
 同⽂書は、まず 5 つの⼤きな⽬標を掲げている（p.39）。それは、「1. ガリシア語で⽣
活することを望む⼈がそうできるように保障する。2. 戦略的なセクター（正常化を達成
する上で戦略上重要な分野）でガリシア語の存在を優先することで、ガリシア語の社会
的機能と使⽤領域を拡⼤する。3. 新たな⾔語共存の精神における丁寧さの規範として、
社会においてガリシア語で市⺠や顧客に応対することを積極的に提供する。4. 偏⾒を是
正し、敬意を強化し、需要を増⼤させるようなガリシア語に好意的で有⽤で現代的な⾒
⽅を促進する。5. ガリシア語と現代⽣活とを結びつけるのに必要な⾔語的および技術的
リソースをガリシア語に与える」（筆者訳、括弧内筆者補⾜）というものである。そのう
えで、社会を 3 つの横断的セクター3（Sectores transversais）（p.43）と 7 つの垂直的セク
ター4（Sectores verticais）（p.44）に分類し、7 つのセクターを更に諸領域（áreas）に分類

 
1 「外国語」という⽤語は、「国」という語が⼊っているため、国家語を単位とした概念と⾔え
る。そのため国家内の地域少数⾔語はその範疇には⼊らない。しかし、本稿で扱う対象である
地域少数⾔語をその域外の出⾝者が学習する場合に適した⽇本語で通⽤している⽤語がないた
め、本稿ではカギ括弧付きの「外国語」と表記する。 
2 Lei 3/1983, do 15 de xuño, de normalización lingüística 
3 ⾔語権、新技術、コーパスの実施の 3つのセクター。 
4 1. ⾏政部⾨、2：教育、家族、若者、3：メディア、⽂化産業、4：経済、5：保健衛⽣、6：社
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している。そして、それぞれの領域でのガリシア語使⽤実態を分析し、弱点と強みとな
る点を指摘したうえで、ガリシア語使⽤を有利にし、すべての市⺠がガリシア語で完全
に⽣活できることを保障するための 400余りの施策を提案している。 
 
 

  
図１：PXNL：3 つの横断的セクター 
Secretaría Xeral da Política Lingüística (p.43) 

図 2：PXNL：7 つの垂直的セクター 
Secretaría Xeral da Política Lingüística (p.44） 

 
3.2 PXNL が提案する施策でガリシア語教材に関連しうるもの 
 筆者は、PXNL が現⾏のガリシア⾃治州における⾔語政策の指針となっている現状を
踏まえ、教材で扱われている内容・テーマを分析する際に、同⽂書で提案されている諸
施策に従って分類することにした。つまり、PXNL において今後のガリシア語回復政策
を進める上で重要であると考えられている施策のうち、どのようなものが教材で重点的
に扱われているのか、あるいは扱われていないのかを明らかにすることで、同教材がめ
ざす⽅向性を知ることができると考えたためである。 
 教材内容の分析をするために、筆者は PXNL が 7 つの垂直的セクター内の各領域で提
案している合計 400余りの諸施策から、ガリシア語の教材の内容に関連しうるものを集
約し、以下のように 17 種類に分類した（表 1）5。なお下線を引いた施策については、他
のセクターにおける施策と内容的に重複するので、より代表的な施策に筆者が集約した
6。また、教材にはいずれにも該当しない内容も出現することが予想されるので「その他」
も加えた。本研究では、これら 18項⽬を基準として教材の内容の分類をおこなう。 

 
会、7：⾔語の対外普及の 7つのセクター。 
5 PXNLは各セクターを更に領域に分け、その領域内で複数の施策を提案している。例えば、
セクター2「教育・家族・若者」を、領域 1「教育」、領域 2「成⼈教育」、領域 3「家族内継
承」、領域 4「若者」の 4つの領域に分け、各領域内で複数の提案をしている。そして、セクタ
ー2、領域 4「若者」では、2.4.1.から 2.4.20.までの 20の施策を提案している。筆者による分類
では便宜上、1から 18までの通し番号を付したため、PXNLの「領域」番号とは⼀致しない。 
6 例えば、施策 2.4.19「ガリシアで上映される映画のガリシア語への吹き替えを奨励し、カステ
ィーリャ語の映画と同等の条件での配布と上映を保証する」は領域 4「若者」で挙げられてい
るが、これは映画におけるガリシア語使⽤に関する事柄であり、セクター3「コミュニケーショ
ンメディアと⽂化産業」内の領域 2「⽂化産業」内の映画と重複するため、筆者はセクター3内
の「⽂化産業：ガリシア語による映画、⾳楽、⽂学、演劇」に集約した。 
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表 1：PXNL が 7 つのセクター内で提案する施策のうち教材内容に関連しうるもの 

  PXNL により提案されている施策の筆者による集約 筆者による再集約 

セクター1 ⾏政部⾨ 1. ⾏政：⾏政⽂書、窓⼝対応でのガリシア語使⽤  

セクター2 教育・家族・

若者 

2.教育：学校教育制度内の教育現場でのガリシア語使⽤ 

3.若者⽂化：パブ、ディスコ、⾳楽バーなど 

  視聴覚メディア、⾳楽、電⼦メディア、ゲーム 

  スポーツ 

  映画など  

 

 

→13. 

→12. 

→7. 

セクター3 コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン メ

デ ィ ア と ⽂

化産業 

4.（テレビ・ラジオ）インタビューでのガリシア語使⽤ 

5.広告でのガリシア語使⽤ 

6.ポルトガル語圏とのつながり 

7.⽂化産業：ガリシア語による映画、⾳楽、⽂学、演劇 

  ネット、携帯  

 

 

 

 

→13. 

セクター4 経済 8.ガリシアの主⼒商品とガリシア語 

  観光、農業観光  

9.商業場⾯でのやりとり、多⾔語タグ、企業の⾔語使⽤など 

  広告 

 

→14. 

 

→5. 

セクター5 保健衛⽣ 10.医療機関、医薬品、獣医学とガリシア語  

セクター6 社会 11.移⺠の⽂化、多⽂化表象 

12.スポーツ 

13.紙媒体、視聴覚メディア（TV, CD, DVD）、電⼦メディア（ネ

ット、携帯）、ゲーム（機） 

  ⾳楽、映画などコンテンツ  

14.観光、巡礼、飲⾷宿泊業（メニュー、観光地案内、看板） 

 

 

 

 

→7. 

セクター7 ガ リ シ ア 語

の対外普及 

 

15.外国⼈向けガリシア語教育 

16.ガリシア（全般）、ガリシア語、ガリシア⽂学の紹介 

17.ガリシア域外のガリシア⼈コミュニティー 

18. その他…いずれにも当てはまらないもの（筆者が設定） 

 

筆者作成 

 
3.3 ガリシア語教材 Aula de Galego 1〜4 
 本研究で分析対象とする教材 Aula de Galego（Chamorro, Margarit, da Silva, Ivonete e 
Núñez, Xaquín著）7は、レベル別で 1〜4 の 4冊が 2008 年から 2009 年に刊⾏された。⾃

 
7 ⾃治州⾔語政策局の Web サイト（https://www.lingua.gal/o-galego/aprendelo）でダウンロード可
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治州政府が出版元となっていることから、⾃治州政府のガリシア語対外普及政策の指針
を反映した教材といえる。よって、PXNL の内容も反映されていると考えられる。同教
材作成プロジェクトは「現在ガリシア内外で実施されている様々な講座のニーズに適切
に対応した教材がないという認識に基づいて⽣まれた」（Chamorro 他 2014:4）。また、
Celga（Certificado de Estudos de Lingua Galega：ガリシア語能⼒証明）試験の準備講座と、
内外の⼤学が提供するガリシア語講座に対応するために開発されたという（Chamorro 
他 2014:4）。内容に関しては、「既存の教材の多くは、基本的に構造的なアプローチをと
っており、⾔語的、テーマ的、⽂化的な観点から、あまり多様な内容を扱っていない」
（Chamorro 他 2014:4）と指摘しているため、本教材は⾔語的、テーマ的、⽂化的に多
様なテーマを扱っていると考えられる。そのため、これらの教材は「外国語」としての
ガリシア語学習者に対し、ガリシア語やガリシア社会について、どのようなイメージを
広めうるのかを考察する上で重要な資料となるといえる。 
 

4. Aula de Galego 1〜4 の内容分析 
4.1 教材内のアクティビティーの分類 
 ガリシア語教材 Aula de Galgeo 1〜4 が扱っている内容を分析するために、⽂法項⽬の
みの説明を除くすべてのアクティビティーや課題を、3.2 で集約した 18 の項⽬のいずれ
を扱っているかに従って分類する。例えば、観光名所の写真を⾒て、それぞれの地名を
選ぶ課題（図 3）は、「14. 観光、巡礼、飲⾷宿泊業（メニュー、観光地案内、看板）」に
分類する。ただし、１つのアクティビティーが複数のテーマを扱っている場合は、それ
ぞれに重複して分類する。例えば、不動産広告を読み解き、複数の顧客カードを⾒て、
それぞれに適した物件を提案するというアクティビティー（図 4）は、「5. 広告でのガリ
シア語使⽤」だけでなく、「9. 産業、商業でのガリシア語使⽤」にも分類できる。また、
住宅関連の語彙を学ぶことにも重点がおかれているため「18. その他」にも分類できる。 
 

  

図 3：Aula de Galego 1 Unidade 1-3 p. 11 図 4：Aula de Galego 1 Unidade 3-2 p.27 

 
 このようにして分類した結果が以下の表 2 である。対象となった課題、アクティビテ

 
能。 
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ィー数は、Aula de Galego 1 は 123、Aula de Galego 2 は 104、Aula de Galego 3 は 92、Aula 
de Galego 4 は 95 であった。複数の項⽬で重複してカウントしたものもあるが、各テキ
ストにおける各項⽬の割合を⽐較するために、全アクティビティーに占めるそれぞれの
項⽬に分類された課題数の割合を算出した。 
 

表 2：PXNL諸施策に基づく Aula de Galego1, 2, 3 のアクティビティーの分類 

 Aula 1 
全 123 

% 
Aula 2 

全 104 

% 
Aula 3 

全 92 

% 
Aula 4 

全 95 

% 

(1)  ⾏政⽂書、窓⼝対応でのガリシア語使⽤ 1 0.8 6  5.8  6 6.5 4  4.2 

(2)  学校教育制度内現場でのガリシア語使⽤ 2 1.6 7  6.7  17 18.5 6  6.3 

(3)  若者⽂化（パブ、ディスコ、⾳楽バー等） 7 5.7 5  4.8  7 7.6 1  1.1 

(4)  インタビューでのガリシア語使⽤ 11 8.9 3  2.9  12 13.0 11  11.6 

(5)  広告でのガリシア語使⽤ 6 4.9 12  11.5  3 3.3 7  7.4 

(6)  ポルトガル語圏とのつながり 2 1.6 1  1.0  0 0.0 3  3.2 

(7)  ガリシア語映画、⾳楽、⽂学、演劇 13 10.6 15  14.4  3 3.3 18  18.9 

(8)  ガリシアの主⼒商品とガリシア語 5 4.1 1  1.0  2 2.2 0  0.0 

(9)  産業、商業でのガリシア語使⽤ 19 15.4 19  18.3  35 38.0 28  29.5 

(10) 医療機関、医薬品、獣医学とガリシア語 6 4.9 4  3.8  4 4.3 0  0.0 

(11) 移⺠の⽂化、多⽂化表象 8 6.5 7  6.7  5 5.4 1  1.1 

(12) スポーツ 4 3.3 2  1.9  5 5.4 4  4.2 

(13) 紙媒体、視聴覚、電⼦メディア、ゲーム 10 8.1 21  20.2  28 30.4 35  36.8 

(14) 観光、巡礼、飲⾷宿泊業 17 13.8 6  5.8  11 12.0 16  16.8 

(15) 外国⼈向けガリシア語教育 6 4.9 5  4.8  7 7.6 2  2.1 

(16) ガリシア（全般）、ガリシア語の紹介 13 10.6 18  17.3  10 10.9 29  30.5 

(17) ガリシア域外ガリシア⼈コミュニティー 5 4.1 8  7.7  2 2.2 5  5.3 

(18) その他 69 56.1 49  47.1  66 71.7 65  68.4 

 204  187   223  235  

筆者作成 
 
 これを⾒ると、いずれも「その他」の割合が最も⾼いことがわかる。これは、特定の
分野に関する語彙を扱ったアクティビティーを「その他」に分類したためである。また、
⽇常⽣活における⾏動を描写する課題など、語学教材で⽐較的よく扱われるテーマも多
く、これらは社会でのガリシア語使⽤の拡⼤に主眼をおいた PXNL の内容とは合致しな
かったため、「その他」に分類した。それぞれの教科書で「その他」以外で多く現れた項
⽬の上位 5位までをまとめると、表 3 のようになった。 
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表 3：各テキストのアクティビティー分類、上位 5位（「その他」除く） 
 Aula de Galego 1 % Aula de Galego 2 % Aula de Galego 3 % Aula de Galego 4 % 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

9. 産業、商業 

14. 観光  

7.映画、⾳楽、⽂学 

16. ガリシア（語） 

4. インタビュー  

15.4 

13.8 

10.6 

10.6 

8.9 

13. メディア  

9.  産業、商業 

16. ガリシア（語）  

7. 映画、⾳楽、⽂学 

5. 広告 

20.2 

18.3 

17.3 

13.5 

11.5 

9.  産業、商業 

13. メディア 

2. 学校教育 

4. インタビュー 

14. 観光 

38.0 

30.4 

15.2 

13.0 

12.0 

13. メディア 

16. ガリシア（語） 

9. 産業、商業 

7.映画、⾳楽、⽂学 

14. 観光  

36.8 

30.5 

29.5 

18.9 

16.8 

筆者作成 
 
 それぞれの教科書で上位に現れた項⽬にはばらつきもあったが、共通して多く扱われ
ているテーマもあった。表 3 では、3冊以上に共通して上位 5位に⼊った項⽬を太字に
した。つまり、「7. 映画、⾳楽、⽂学、演劇」、「9. 産業、商業」、「13. メディア、ゲーム」、
「14. 観光、巡礼、飲⾷宿泊業」におけるガリシア語使⽤、「16. ガリシア全般、ガリシ
ア語についての紹介」が複数の巻で多く扱われている項⽬であることがわかる。 
 
4.2 Aula de Galego 1〜4 で多く扱われている項⽬の具体例 
 この教材シリーズを⽤いてガリシア語を学ぶ学習者たちは、これらの内容を通して、
ガリシア語とガリシアに関するイメージを形成していく事になりうるのである。次に、
いくつかのアクティビティーの内容を具体的に⾒てみよう。 
 

 
 

図 5：Aula de Galego 2 Unidade 10-1 p.82 図 6：Aula de Galego 1 Unidade 5-2B p.44 

  
図 7：Aula de Galego 2 Unidade 6-12 p.56 図 8：Aula de Galego4 Unidade2-12 p.31 
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図 9：Aula de Galego 2 Unidade 2-2 p.19 図 10：Aula de Galego 2 Unidade10-4 p.84 

 
図 5 は中級教材のアクティビティーである。ガリシア⼈作家の⽂学作品 4点の⼀部を
紹介し、それぞれがいずれのジャンル（詩、物語、戯曲、⼩説）に属するかを考えさせ、
さらに内容を読ませる課題である。これは「7. ガリシア語映画、⾳楽、⽂学、演劇」に
分類でき、ガリシア⽂学に関して、作家や作品についての知識を提供している。 
図 6 は、初級教材のアクティビティーで、商店での店員と顧客とのダイアログを読ん
だ後、イラストと結びつける課題である。「9. 産業、商業でのガリシア語使⽤」に分類で
き、店員と顧客との間の通常のやり取りでガリシア語が使われていることを印象付ける
効果が考えられる。また、中級以上の教材では、電⼦メールでのやり取りや求⼈情報や
広告など書きことばでのガリシア語使⽤を扱った課題も多く⾒られた。 
図７は、中級教材のアクティビティーで、携帯電話の SMS や絵⽂字（emoticono）と

いった当時最新の電⼦メディア上でのガリシア語使⽤について扱った講読課題である。
「13. 紙媒体、視聴覚、電⼦メディア、ゲーム」に分類でき、最新のメディア上でガリシ
ア語が流通していることを印象付ける効果がある。また、この⽂章⾃体が、ガリシア語
が電気通信などの技術分野の話題を語ることができる⾔語であることを印象付けている
といえる。若者の⾔語使⽤についても扱っているため、「3. 若者⽂化」にも分類した。 
図 8 は上級教材のアクティビティーで、ガリシアの各地の集落における歴史遺産につ

いての報道記事を読み議論する課題である。観光地についての情報を提供しているため、
「14. 観光、巡礼、飲⾷宿泊業」に分類できる。また、報道記事という設定であるため、
「13. 紙媒体、視聴覚、電⼦メディア、ゲーム」にも分類した。単なる観光地の紹介にと
どまらず、各地の課題や遺産保存のための取り組みなどを紹介しており、ガリシア社会
について興味関⼼を持たせる効果がある。 
図 9 と図 10 は中級教材のアクティビティーで、図９は作家 Xosé Neira Vilas の作品

Memorias dun neno labrego の⼀部を読む課題で、図 10 はガリシア主義者の作家で詩⼈の
Celso Emilio Ferreiro Míguez の⽣涯を紹介した⽂を読む課題である。いずれも作家や作品
の紹介だけでなく、ガリシアの歴史やアメリカ⼤陸への移住や亡命についてなど、近現
代のガリシア社会について学べる内容となっている。そのため、「7. ガリシア語映画、
⾳楽、⽂学、演劇」および「16. ガリシア（全般）、ガリシア語の紹介」に分類した。 
 
4.3 まとめ 

本節では PXNL が提案している施策の内容を集約したものに基づき、Aula de Galego 1
〜4 のアクティビティーや課題が扱っているテーマを分類し、複数の巻に共通して多く
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扱われているテーマを明らかにした。また、具体的な内容を分析し、その⼀部を紹介し
た。これらをまとめると、多く扱われているテーマは以下の 3 つに集約することができ
る。つまり、①ガリシア全般、ガリシア語、そしてガリシア⽂化（⽂学、映画、⾳楽な
ど）についての知識の普及に重点をおいた課題、②商業、産業の現場での⼝頭のやり取
り、および（求⼈・広告・メールなど）⽂書でガリシア語が⽤いられていること、ガリ
シア語で専⾨的な議論ができることを実感させる課題、③メールやマスメディアなど現
代的媒体で現代的な話題を扱う課題、である。 

⼀⽅、PXNL の提案のうち、本教材シリーズであまり扱われていないものは、①⾏政
でのガリシア語使⽤、②ポルトガル語圏とのつながり、③ガリシアの主⼒商品とガリシ
ア語、④スポーツ、⑤医療、医薬品、獣医学、⑥外国⼈向けガリシア語教育、であった。 

これらのテーマがあまり扱われない理由としては、次のことが考えられる。①⾏政で
のガリシア語使⽤は、⾃治州内の住⺠向けの話題であり、「外国語」としてのガリシア語
学習者には馴染みがないテーマである。②ポルトガル語圏とのつながりは、強調しすぎ
ると、ガリシア語よりもポルトガル語という⼤⾔語の学習に利することに繋がりかねな
い。③ガリシアの主⼒商品を取り上げると、農林⽔産物が多いこともあり、ガリシア語
と農漁村との繋がりがガリシア語に対する否定的イメージにつながりうる8ので、避けら
れた可能性がある。④スポーツや⑤医学は、学習者によっては関⼼が低く、扱いにくい
こと、また、⑥外国⼈向けガリシア語教育など対外普及については、この教材の学習者
⾃⾝がその対象であるため、メタ的なテーマになり、扱いにくいのかもしれない。 
 
5. 結論と今後の課題 

本稿でおこなった分析を通して、これらの教材が、ガリシア語を「外国語」として学
ぶ⾮⺟語話者学習者に与えようとしている、あるいは与えうる主なイメージは次のよう
なものであると指摘できる。つまり、ガリシア語が、現代社会、特に商業、産業などの
経済領域、および新しいメディアなどにおいて、通常に使われている⾔語であり、現代
的なテーマを語れる⾔語であるというイメージである。これらは、いずれも PXNL の掲
げる⽬標の多くとも合致している。 

しかし、PXNL で提案されている諸施策は、ガリシア語の使⽤が少ない領域を中⼼に、
ガリシア語の使⽤をさらに拡⼤することを⽬的としているため、同教材シリーズが重点
を置いているこれらの領域は、現状では、カスティーリャ語使⽤が優勢な領域である。
そのため、ガリシア語を学ぶためにガリシアの都市部の⼤学にやってくる多くの留学⽣
が、実際には、これらの領域ではカスティーリャ語が使われていることが多いという現
実を⽬の当たりにし、そのギャップに困惑することも予想される。 

 
8 ガリシア語に対する住⺠の態度をインタビューやディスカッションなど質的⼿法を⽤いて調
査した Seminario de Sociolingüística (2003:185-187）は、若者の間にガリシア語の伝統的な⾳声特
徴を「⽥舎」の⼈々と結びつけ、社会的成功とは結びつきにくいというイメージが存在してい
ることを指摘している。これは伝統的な偏⾒が依然根深く存在していることを⽰している。 
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このことを踏まえると、今後は、これらの教材を⽤いてガリシア語を学んでいる⾮⺟
語話者学習者の経験や意⾒を調査する必要があるだろう。具体的には、ガリシア語講座
参加者などに対し、教材で得られたガリシア語やガリシア全般に対するイメージと、実
際のガリシアや⾔語に対するイメージとの差や、学習者⾃⾝がガリシア語を⽤いる際の
困難などについてアンケート調査や聞き取り調査を実施する必要があるだろう。 
 
本研究は、科学研究費助成事業 基盤研究(C)「「外国語」としての少数⾔語教育と少数
⾔語復興政策に関する研究」（課題番号：22K00566）の助成を受けたものである。 
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